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南海トラフではM8クラスの巨大地震や津波が繰り返し発生しており，多くの被害を受けてきた．

これらの地震や津波の早期検知と巨大地震の長期評価に向けて，地震・津波観測監視システム

（DONET）が整備された．海洋研究開発機構（JAMSTEC）により整備された DONET は現在，防

災科学技術研究所（NIED)に移管され，両者連携のもと運用されている．東南海地震破壊域である

熊野灘には DONET1 の観測点が 22 点，南海地震破壊域である紀伊水道沖には DONET2 の観測点が

29 点の計 51 観測点が整備された．すべての観測点には強震計，広帯域地震計，水圧計等がインス

トールされ，地殻変動から地震の揺れに至る広帯域の観測が実現されている．この広帯域観測が長

期にわたって継続できるよう，DONET は高信頼性と冗長性，置換機能の確保をそのコンセプトと

している． 

DONET は，トラフ軸近傍で地震や津波が発生すれば，それぞれ地震動で最大 15 秒程度，津波で

最大 15 分程度の早期検知を可能にした．地震については，微小地震や超低周波地震等，様々なイベ

ントを検知しているが，震源決定した微小地震の頻度分布から M1.5程度から十分検知できている．

DONET2 では観測点間隔があいているところもあり，一部で検知能力は M2.5 以上となった．津波

検知としては，チリのイキケ地震津波等，1 cm 以下の津波も検知した．センサー設置の安定性を確

保するために，強震計と広帯域地震計については，深さ 1m の孔をあけ，剪断強度を確認の上でこ

れらのセンサーを組み込んだ筐体を設置，埋設している．しかし，堆積層上に観測点が設置されて

いるため，堆積層の増幅効果により，DONET では陸域観測点に比べてマグニチュードに換算して

0.5 程度大きな振幅が観測されることに留意すべきである． 

DONET を用いて震源決定した結果からは，2004 年の紀伊半島沖地震の余震が継続しており，ト

モグラフィの結果からプレートの底に相当する深さ 30 km まで広がっていること，潮岬海底谷から

つながる和歌山県西紀州沖のいくつかの海底谷に沿って深さ 10 km 以浅の地震が発生していること

等が明らかになってきた．紀伊水道沖の DONET2 観測点は，現在，構築された直後なので，もう少

しデータの蓄積が必要であるが，DONET1 観測点では 5 年以上のデータが蓄積され，これまでに様々

な地震活動の時空間変化を捉えてきた． 

DONET1 は 2011 年 8 月より 20 観測点での本格観測が開始され，自動検知したイベントすべてを

目視で再検測し数千個のイベントの震源決定を実施してきた．その結果，前述の 2004 年の紀伊半島

沖地震の余震域において，地震活動度に変化があることがわかってきている．この余震域は，3 つ

のクラスターから構成されているが，そのうちの一つは，2011 年の東北地方太平洋沖地震直後に活

発化し，半年程度経過して活動度が安定したことが分かっている 1)．一方，現在，これら 3 つのク

ラスターでの地震活動が静穏化しつつあることも分かってきた 2)．それぞれ静穏化が始まるタイミ

ングはややずれているが，いずれも 2013 年から始まり，この静穏化が 2015 年からさらに加速して

いるように見える． 

超低周波地震はその発生頻度が固着域のはがれのモニタリングになることがシミュレーション

研究から明らかになり 3)，継続して検知を実施している．2015 年の 8 月から 10 月，2016 年 4 月に，
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これらの地震が活発化していることが捉えられた 4)．2013 年 3 月から同年 12 月まで，DONET の水

圧計がゆっくりとした変動を捉えた．これらの変動は B ノード接続される 4 観測点で検知されたが，

直下に分布する分岐断層に沿った逆断層の動きによるものであることが分かった 2)．さらに，低周

波微動のモニタリングを進めている．2015 年 10 月から 11 月にかけては，低周波微動が D ノードの

観測点アレイ付近から南西側に拡大する様子，2016 年 4 月の三重県南東沖地震後には同様の場所か

ら南東方向と南西方向に 1 日あたり 2-3 km の速さで拡大する様子が捉えられた．微小地震活動を含

め，これらの広帯域な現象の時空間分布のモニタリングを継続するとともに，これらの動きを長期

評価につなげる研究が必要である． 
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